第１学年　道徳科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　主題名　　　　みんなでつかうもの　〈C－10規則の尊重〉
２　教材名　　　　「そろっているけど」（出典　日本文教出版「生きる力」）
３　主題設定の理由
（１）ねらいとする価値について
　　第1学年及び第2学年の内容項目C－1０「規則の尊重」には、「約束やきまりを守り、みんなが使う物を大切にすること」とある。
公共の場での約束やきまりを守ることによって、人に迷惑をかけないこと、そのことによって自分自身も生活しやすくなることに気づかせる。「みんなが使う物」とは、公共物であり、公共物の使い方として約束やきまりが必要となる。社会の秩序を守るための規則の必要性について認識し、それを守ろうとする態度を養う。
（２）児童の実態について
　　本学級の児童は、男女ともに元気がよく、何事にも積極的に発言したり行動したりする姿がよくみられる。しかし、自分のものでないと落ちているものを拾わなかったり、教室に置いてあるみんなで使う物の整とんができていなかったりすることがよくある。係からの連絡で、「トイレのスリッパをそろえよう」や「読んだら本をそろえよう」と伝える児童が多くいるので、整とんすることは知っている。しかし、見て見ぬふりをしたり、誰かがやればいいという思いをもったりしている児童が少なくないと思われる。この教材を通して、みんなで使う物は、誰かが整えるのではなく使った人みんなが整えることを理解し、みんなが使う物を大切にする気持ちを高めたい。
（３）教材について
　　本資料は、多くの人が集まり、様々な活動が展開される公園の様子を描いてい
る。楽しそうな人や困っているような人が描かれていて、表情や動きによって状
況が把握できる。自分とまわりの人という異なる視点から考えることで、どんな
ことに気を付ければ気持ちよく過ごすことができるようになるか考えさせたい。

　　

４　本時のねらい　
・みんなで使う物は、誰かが整えるのではなく、使った人みんなが整えなければ
ならないことを理解し、みんなが使う場所や物を大切にしようとする心情を育
てる。
５　学習過程
	時間
	学　習　活　動
	教師の支援　　　　　　

	　　　　　　　８分　　　　　　　　　　　　⒚分


	1　 教材名の「そろっているけど」ときいて何を思うか考える。


	・教材に興味をもつことができるように、教材名に目を向ける。


	
	２　みんなで使うものは誰が整えるのか考える。

	・たくさんある「みんなで使う物」を考えやすくするために、身近にあるスリッパ、トイレ、学級文庫の写真を用意する。
・そろえなければならないことは知っているのに、それができていないことをおさえるために、そろっていないものの写真を見せる。

☆全員が自分の考えを持ち、授業に参加

できるように、ワークシートに記入すし、意見交流をする機会をもつ。

	
	３　本時の学習課題を確認する。


４　教材「そろっているけど」を読む。
　①はっとした
　　
　
②なぜ、はなしあいをしたのか

③にっこり　えがおになった


	・教材の内容が簡潔に理解できるように、短冊を掲示して、内容を確認する。
・誰か一人だけが整えている状態であること、それは良くないことであることであり、全員がやらなければならないことをおさえる。
・「ほめてもらえるから」だけでなく、みんなで話し合ったことを一週間後も続けていたこと、自分たちでしっかりと目標を守れたこともおさえる。



	
	４　学習の振り返りをする。
　　なぜ、みんなでつかうものは　みんなでととのえなければならないのだろう。

	・自分のことに置き換えて振り返りをすることができるように、授業の初めの質問に戻り、意見を確認する。
・みんなで整えることの大切さについて考えを深められるように、再度、整っていないスリッパの写真を提示する。
・自分の考えをワークシートに記入し、本時の振り返りをする。


つかむ


10





・くつがきれいにならんでいる


・スリッパがそろっている


・「けど」だから、だめなかんじがする





①つかったひと


②先生


③せいとんかかり


④みんな





深める


25





なぜ、みんなでつかうものは　ととのえなければならないのだろう。





・けんじくんがしていた


・一人でしていた


・ほかの子はしていなかった








・けんじくんだけにやらせたらだめ


・みんなができるようにならなきゃ


・ちゃんと自分でかたづけよう








・ほめてもらえてうれしい


・はなしあったことをしっかりできた





見つめる


10








・じぶんも、つぎの人もきもちよくつかえるように


・たいせつなものだから


・みんなのものだから








